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５ 廃棄物等 

５．１ 一般廃棄物 

（１）一般廃棄物の排出量原単位の算出 

一般廃棄物の排出量原単位の積算根拠は表 5.1－1～表 5.1－4 に示すとおりである。 

 

表 5.1－1 ミックスペーパー、プラスチック製容器包装、ペットボトルの処理量 

令和 2 年度 
種 別 処理量 

ミックスペーパー 10,356 t/年 

プラスチック製容器包装 14,288 t/年 

ペットボトル 5,279 t/年 
出典：「令和 3 年度 環境局事業概要－廃棄物編－」（令和 3 年 9 月、川崎市） 

 

表 5.1－2 ミックスペーパーの積算根拠 

処理量 
人 口 

（令和 3 年 3 月 川崎市） 
1 人 1 日 
排出量 年間量 

日 量 
（年間量÷365 日） 

10,356 t/年 28,373 kg/日 1,536,539 人 約 18 g/人・日 

 

表 5.1－3 プラスチック製容器包装の積算根拠 

処理量 
人 口 

（令和 3 年 3 月 川崎市） 
1 人 1 日 
排出量 年間量 

日 量 
（年間量÷365 日） 

14,288 t/年 39,145 kg/日 1,536,539 人 約 25 g/人・日 

 

表 5.1－4 ペットボトルの積算根拠 

処理量 
人 口 

（令和 3 年 3 月 川崎市） 
1 人 1 日 
排出量 年間量 

日 量 
（年間量÷365 日） 

5,279 t/年 14,463 kg/日 1,536,539 人 約 9 g/人・日 
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５．２ 産業廃棄物 

（１）産業廃棄物の発生量 

産業廃棄物の発生量は表 5.2－1～表 5.2－4 に示すとおりである。 

 

表 5.2－1 解体工事に伴う産業廃棄物の発生量 

種 類 発生量算定式 

建築物 

コンクリートがら（地上） 
駅前街区 約 14,800 ㎡×0.7×2.4＝約 24,864（t） 
北街区  約 5,500 ㎡×0.7×2.4＝約 9,240（t） 

コンクリートがら（地下） 
駅前街区 約 4,300 ㎡×1.3×2.4＝約 13,416（t） 
北街区  約 2,500 ㎡×1.3×2.4＝約 7,800（t） 

金属くず 約 27,100 ㎡×0.3025×0.25＝約 2,050（t） 
混合廃棄物 約 27,100 ㎡×0.2×0.5＝約 2,710（t） 

道路 

コンクリートがら 

市道鷺沼線廃道部 約 1,500 ㎡×0.5m×1.333t/㎥×10%＝約 100（t） 
交通広場 約 2,200 ㎡×0.5m×0.364t/㎥×10%＝約 40（t） 
道路整備 約 6,300 ㎡×0.5m×0.762 t/㎥×10%＝約 240（t） 
地下通路 約 200 ㎡×7.5m×0.360 t/㎥×10%＝約 54（t） 

アスファルト 
・コンクリートがら 

市道鷺沼線廃道部 約 1,500 ㎡×0.5m×1.333t/㎥×70%＝約 700（t） 
交通広場 約 2,200 ㎡×0.5m×0.364t/㎥×70%＝約 280（t） 
道路整備 約 6,300 ㎡×0.5m×0.762 t/㎥×70%＝約 1,680（t） 
地下通路 約 200 ㎡×7.5m×0.360 t/㎥×70%＝約 378（t） 

その他のがれき 

市道鷺沼線廃道部 約 1,500 ㎡×0.5m×1.333t/㎥×5%＝約 50（t） 
交通広場 約 2,200 ㎡×0.5m×0.364t/㎥×5%＝約 20（t） 
道路整備 約 6,300 ㎡×0.5m×0.762 t/㎥×5%＝約 120（t） 
地下通路 約 200 ㎡×7.5m×0.360 t/㎥×5%＝約 27（t） 

廃プラスチック類 

市道鷺沼線廃道部 約 1,500 ㎡×0.5m×1.333t/㎥×1%＝約 10（t） 
交通広場 約 2,200 ㎡×0.5m×0.364t/㎥×1%＝約 4（t） 
道路整備 約 6,300 ㎡×0.5m×0.762 t/㎥×1%＝約 24（t） 
地下通路 約 200 ㎡×7.5m×0.360 t/㎥×1%＝約 5（t） 

金属くず 

市道鷺沼線廃道部 約 1,500 ㎡×0.5m×1.333t/㎥×2%＝約 20（t） 
交通広場 約 2,200 ㎡×0.5m×0.364t/㎥×2%＝約 8（t） 
道路整備 約 6,300 ㎡×0.5m×0.762 t/㎥×2%＝約 48（t） 
地下通路 約 200 ㎡×7.5m×0.360 t/㎥×2%＝約 11（t） 

木くず 

市道鷺沼線廃道部 約 1,500 ㎡×0.5m×1.333t/㎥×2%＝約 20（t） 
交通広場 約 2,200 ㎡×0.5m×0.364t/㎥×2%＝約 8（t） 
道路整備 約 6,300 ㎡×0.5m×0.762 t/㎥×2%＝約 48（t） 
地下通路 約 200 ㎡×7.5m×0.360 t/㎥×2%＝約 11（t） 

混合廃棄物 市道鷺沼線廃道部 約 1,500 ㎡×0.5m×1.333t/㎥×10%＝約 100（t） 

 

表 5.2－2 建設工事（道路）に伴う産業廃棄物の発生量 

種 類 発生量算定式 

混合廃棄物 
交通広場 約 2,200 ㎡×約 0.5m×0.036t/㎥×100％＝約 40（t） 
道路整備 約 6,300 ㎡×約 0.5m×0.076 t/㎥×100％＝約 240（t） 
地下通路 約 200 ㎡×約 7.5m×0.036 t/㎥×100％＝約 54（t） 

 

表 5.2－3 建設工事（建築物）に伴う用途別産業廃棄物の発生量 

種 類 発生量算定式 
住宅 延べ面積（㎡）×46.8（kg/㎡）＝約 56,500 ㎡×46.8kg/㎡＝約 2,644,200kg 
店舗 延べ面積（㎡）×43.7（kg ㎡）＝約 15,500 ㎡×43.7 kg/㎡＝約 677,350 kg 
業務 延べ面積（㎡）×97.2（kg ㎡）＝約 1,800 ㎡×97.2 kg/㎡ ＝約  174,960 kg 
その他 延べ面積（㎡）×22.4（kg ㎡）＝約 41,200 ㎡×22.4 kg/㎡＝約 922,880kg 
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 表 5.2－4 建設工事（建築物）に伴う種類別産業廃棄物の発生量  

（約 t） 

種類 組成比率 
住宅 

（2,644） 
店舗 

（677） 
業務 

（175） 
その他 
（923） 

合計 

コンクリートがら 4.5％ 119 30 8 42 199 
その他のがれき 0.0％ 0 0 0 0 0 

ガラス・陶磁器くず 4.0％ 106 27 7 37 177 
廃プラスチック類 8.7％ 230 59 15 80 384 

金属くず 6.6％ 175 45 12 61 293 
木くず 9.3％ 246 63 16 86 411 
紙くず 8.7％ 230 59 15 80 384 

廃石膏ボード 3.0％ 79 20 5 28 132 
混合廃棄物 55.2％ 1,459 374 97 509 2,439 

 

（２）工事中に発生する汚泥の発生量 

工事中に発生する汚泥の発生量は表 5.2－5 に示すとおりである。 

 

表 5.2－5 工事中に発生する汚泥の発生量 

区 分 軸径 深さ 
軸部掘 
削土量 

拡底部 
考慮 

杭 1 本当たりの 
汚泥量 

杭本数 汚泥量 

駅前 
街区 

高層部 2.5m 約40m 196.25m3/本 40 m3/本 236.25m3/本 34 本 約 8,033 m3 

低層部 2.0m 約35m 109.9 m3/本 10 m3/本 119.9m3/本 130 本 約 15,587 m3 

北 
街区 

高層部 2.5m 約 40m 196.25m3/本 40 m3/本 236.25m3/本 23 本 約 5,434 m3 

低層部 2.0m 約 35m 109.9 m3/本 10 m3/本 119.9m3/本 31 本 約 3,717 m3 

計     － － 32,771 m3 
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６ 緑 

６．１ 緑の質 

（１）樹木活力度調査結果 

計画地及びその周辺地域における樹木の活力度調査結果は表6.1－1 (1)～表6.1－8 (2)に示すとお

りである。 
 

表6.1－1 (1) 中・高木（H=1.5ｍ以上）活力度調査結果一覧表（計画地） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 アメリカヤマボウシ 落広 2.5  1.0 10 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B  
2 アメリカヤマボウシ 落広 2.5  1.0 10 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B  
3 アメリカヤマボウシ 落広 2.5  1.5 10 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B  
4 アメリカヤマボウシ 常広 2.5  1.0 10 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B  
5 アメリカヤマボウシ 落広 2.5  1.0 9 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B  
6 アメリカヤマボウシ 落広 2.5  1.5 12 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B  
7 イチョウ 落針 10.0  4.0 118 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
8 イチョウ 落針 10.0  3.0 143 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
9 イチョウ 落針 10.0  4.0 147 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
10 イチョウ 落針 8.5  3.0 76 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
11 イチョウ 落針 8.5  2.0 75 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
12 イチョウ 落針 8.5  2.0 86 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
13 イチョウ 落針 8.0  3.0 87 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
14 イチョウ 落針 8.0  2.0 68 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
15 イチョウ 落針 8.0  2.0 64 2 2 2 3 2 2 2 2 2.13 B  
16 イチョウ 落針 8.0  2.0 66 2 2 2 3 2 2 2 2 2.13 B  
17 イチョウ 落針 8.0  2.0 77 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
18 イチョウ 落針 8.0  2.0 86 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
19 イチョウ 落針 8.0  2.0 86 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
20 イチョウ 落針 7.5  2.0 56 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
21 イチョウ 落針 8.0 2 86 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
22 イチョウ 落針 8.0 2 86 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
23 イチョウ 落針 7.5 2 56 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
24 イチョウ 落針 8.0 2 77 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
25 イチョウ 落針 8.5 2 86 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
26 イチョウ 落針 8.0 2 66 2 2 2 3 2 2 2 2 2.13 B  
27 イチョウ 落針 8.0 2 64 2 2 2 3 2 2 2 2 2.13 B  
28 イチョウ 落針 8.5 2 75 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
29 イチョウ 落針 8.0 2 68 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
30 イチョウ 落針 8.0 3 87 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
31 イチョウ 落針 8.5 3 76 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
32 イチョウ 落針 8.5 3 76 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
33 イチョウ 落針 10.0 4 147 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
34 イチョウ 落針 10.0 3 143 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
35 イヌツゲ 常広 2.0  1.0 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 75本 
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表6.1－1 (2) 中・高木（H=1.5ｍ以上）活力度調査結果一覧表（計画地） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

36 キンモクセイ 常広 2.0  1.0 16 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
37 クスノキ 常広 8.0  5.0 90 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  
38 ケヤキ 落広 8.5  4.5 127 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  
39 ケヤキ 落広 8.0  4.5 114 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  
40 コブシ 落広 3.5  2.5 57 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
41 サクラ属の一種 落広 7.0  3.0 80 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
42 サザンカ 常広 2.5  2.0 22 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  
43 サラサドウダン 落広 2.5  1.5 44 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
44 ソメイヨシノ 落広 9.0  5.0 220 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
45 ソメイヨシノ 落広 9.0  8.0 230 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B  
46 ソメイヨシノ 落広 9.0  8.0 149 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
47 ソメイヨシノ 落広 8.0  6.0 200 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B  
48 ソメイヨシノ 落広 8.0  7.0 250 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B  
49 ソメイヨシノ 落広 8.0  5.0 180 2 2 2 3 2 2 2 2 2.13 B  
50 ソメイヨシノ 落広 8.0  6.0 119 2 2 2 3 2 2 2 2 2.13 B  
51 ソメイヨシノ 落広 8.0  5.0 117 2 2 2 3 2 2 2 2 2.13 B  
52 ソメイヨシノ 落広 7.0  5.0 140 2 3 2 2 2 2 2 2 2.13 B  
53 ソメイヨシノ 落広 7.0  5.0 146 2 3 2 2 2 2 2 2 2.13 B  
54 ソメイヨシノ 落広 7.0  5.0 112 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
55 ソメイヨシノ 落広 7.0  5.0 170 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B  
56 ソメイヨシノ 落広 7.0  5.0 130 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
57 ソメイヨシノ 落広 7.0  5.0 170 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
58 ソメイヨシノ 落広 7.0  6.0 145 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B  
59 ソメイヨシノ 落広 6.0  5.0 114 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B  
60 ソメイヨシノ 落広 6.0  3.0 127 2 2 2 3 2 2 2 2 2.13 B  
61 ソメイヨシノ 落広 6.0  3.0 125 2 2 2 3 2 3 2 2 2.25 B  
62 ソメイヨシノ 落広 6.0  5.0 99 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
63 ソメイヨシノ 落広 6.0  5.0 210 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
64 ソメイヨシノ 落広 5.5  8.0 200 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
65 ソメイヨシノ 落広 5.0  3.0 50 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
66 ソメイヨシノ 落広 5.0  4.0 54 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
67 ソメイヨシノ 落広 5.0  6.0 122 2 3 2 2 2 2 2 2 2.13 B  
68 ソメイヨシノ 落広 5.0  4.0 60 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
69 ソメイヨシノ 落広 5.0  3.0 47 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
70 ソメイヨシノ 落広 4.5  2.5 29 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
71 ソメイヨシノ 落広 4.0  3.0 29 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
72 ソメイヨシノ 落広 4.0  3.0 43 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
73 ソメイヨシノ 落広 4.0  3.5 48 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
74 ソメイヨシノ 落広 4.0  6.0 160 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
75 ソメイヨシノ 落広 4.0  3.0 35 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
76 ソメイヨシノ 落広 4.0  2.0 34 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
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表6.1－1 (3) 中・高木（H=1.5ｍ以上）活力度調査結果一覧表（計画地） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

77 ソメイヨシノ 落広 4.0  3.5 6.1 2 2 2 2 2 3 2 2 2.13 B  
78 ソメイヨシノ 落広 4.0  3.0 44 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
79 ソメイヨシノ 落広 3.0  2.0 24 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B  
80 ソメイヨシノ 落広 3.0  2.0 28 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
81 ソメイヨシノ 落広 3.0  2.5 30 2 2 2 2 2 3 2 2 2.13 B  
82 ソメイヨシノ 落広 2.5  3.0 90 2 3 2 3 2 2 2 2 2.25 B  
83 ソメイヨシノ 落広 2.5  2.5 36 2 2 2 2 2 3 2 2 2.13 B  
84 ソメイヨシノ 落広 2.5  1.5 27 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
85 ソメイヨシノ 落広 4.0 3.5 48 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
86 ソメイヨシノ 落広 4.0 3.5 48 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
87 ソメイヨシノ 落広 7.0 5 112 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
88 ソメイヨシノ 落広 3.0 2 24 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B  
89 ソメイヨシノ 落広 3.0 2 24 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B  
90 ソメイヨシノ 落広 8.0 6 119 2 2 2 3 2 2 2 2 2.13 B  
91 ソメイヨシノ 落広 8.0 5 117 2 2 2 3 2 2 2 2 2.13 B  
92 ソメイヨシノ 落広 6.0 3 125 2 2 2 3 2 3 2 2 2.25 B  
93 ソメイヨシノ 落広 7.0 5 130 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
94 ソメイヨシノ 落広 9.0 8 149 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
95 ソメイヨシノ 落広 5.0 3 47 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
96 ソメイヨシノ 落広 3.0 2 24 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B  
97 ソメイヨシノ 落広 3.0 2 24 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B  
98 ソメイヨシノ 落広 7.0 5 170 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B  
99 ソメイヨシノ 落広 6.0 5 99 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
100 ソメイヨシノ 落広 7.0 6 145 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B  
101 ソメイヨシノ 落広 5.5 8 200 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
102 ソメイヨシノ 落広 4.0 3 44 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
103 ソメイヨシノ 落広 4.0 3 44 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
104 ソメイヨシノ 落広 5.0 3 47 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
105 ソメイヨシノ 落広 5.0 3 47 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
106 タブノキ 常広 7.0  5.0 20 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  
107 ドイツトウヒ 常針 4.0  2.5 43 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  
108 マテバシイ 常広 4.0  3.0 125 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B  
109 マテバシイ 常広 4.0  2.0 71 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
110 マテバシイ 常広 3.5  2.0 69 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
111 マテバシイ 常広 3.5  2.5 102 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
112 マテバシイ 常広 3.5  2.5 67 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
113 マテバシイ 常広 3.5  3.0 77           枯損 
114 マテバシイ 常広 3.0  2.5 101 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
115 マテバシイ 常広 3.0  2.0 60 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
116 マテバシイ 常広 2.5  4.0 68 2 3 2 2 2 2 2 2 2.13 B  
117 マテバシイ 常広 2.5  3.0 89 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
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表6.1－1 (4) 中・高木（H=1.5ｍ以上）活力度調査結果一覧表（計画地） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

118 マテバシイ 常広 2.5  1.0 54 2 2 2 2 3 2 2 2 2.13 B  
119 マテバシイ 常広 2.5  2.0 51 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
120 マテバシイ 常広 2.5  3.0 79 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
121 マテバシイ 常広 2.5  2.0 113 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
122 マテバシイ 常広 2.5  2.0 69 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
123 マテバシイ 常広 2.0  3.0 76 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
124 マテバシイ 常広 2.0  1.5 93 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B  
125 ヤブツバキ 常広 2.0  0.7 9 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 17本 
126 ヤマモモ 常広 3.5  2.0 72 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
127 ヤマモモ 常広 3.5  2.0 68 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
128 ヤマモモ 常広 3.0  2.0 98 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
129 ヤマモモ 常広 3.0  2.5 132 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
130 ヤマモモ 常広 3.0  2.0 124 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
131 ヤマモモ 常広 3.0  2.5 90 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
132 ヤマモモ 常広 2.5  3.0 92 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
133 ヤマモモ 常広 2.5  3.0 101 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
134 ユッカ属の一種 特殊 2.0  1.5 35 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  
135 ワジュロ 常広 3.0  2.0 30 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  
136 ワジュロ 常広 2.5  0.8 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  
137 ワジュロ 常広 2.5  1.5 33 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  
138 ワジュロ 常広 2.0  1.5 82 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A   
139 ワジュロ 常広 1.5  0.5 ― 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  

 

 



 資－355  

表6.1－1 (5) 低木（H=1.5ｍ未満）活力度調査結果一覧表（計画地） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 アベリア 常広 1.3  0.7 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 110本 
2 イヌツゲ 常広 0.7  0.4 ― 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 110本 
3 ウバメガシ 常広 1.3  0.4 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 60本 
4 オオムラサキツツジ 常広 1.3  0.7 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 120本 
5 オオムラサキツツジ 常広 1.3  0.7 ― 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 60本 
6 オオムラサキツツジ 常広 1.0  0.4 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 60本 
7 オオムラサキツツジ 常広 0.7  0.8 - 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 14本 
8 オオムラサキツツジ 常広 0.7  0.3 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 35本 
9 オオムラサキツツジ 常広 0.6  0.3 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 350本 
10 オタフクナンテン 常広 0.3  0.2   2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 45本 
11 コノテガシワ 常針 1.0  0.2 ― 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 15本 
12 サクラ属の一種 落広 0.3  0.9 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
13 サザンカ 常広 0.7  0.4 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 30本 
14 サツキツツジ 常広 0.7  0.8 - 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 5本 
15 サツキツツジ 常広 0.7  0.3 ― 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 120本 
16 サツキツツジ 常広 0.6  0.4 ― 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 40本 
17 サツキツツジ 常広 0.6  0.2 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 5本 
18 サツキツツジ 常広 0.4  0.3 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 95本 
19 サツキツツジ 常広 0.3  0.3 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 430本 
20 ドウダンツツジ 落広 1.0  0.7 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 90本 
21 ナンテン 常広 1.2  0.4 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 12本 
22 ヒイラギ 常広 1.0  0.4 ― 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B 10本 
23 ヒイラギナンテン 常広 0.6  0.4 ― 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B 16本 
24 ムラサキシキブ 落広 0.3  0.6 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B  
25 ユキヤナギ 落広 0.7  0.4 ― 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 5本 
26 ユッカ属の一種 特殊 0.4  0.5 ― 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  
27 ワジュロ 常広 1.0  0.6 ― 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A  
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表6.1－2 (1) 中・高木（H=1.5ｍ以上）活力度調査結果一覧表（土橋南公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 クロガネモチ 常広 5.0  3.0 39 2 2 2 3 2 2 2 2 2.13 B   
2 コナラ 落広 13.0  8.0 186 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 4本 
3 コブシ 落広 6.0  4.0 33 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
4 スダジイ 常広 6.0  4.0 73 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 11本 
5 ソメイヨシノ 落広 10.0  8.0 183 2 2 2 3 2 3 2 2 2.25 B 26本 
6 ヒマラヤスギ 常針 15.0  6.0 216 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 4本 
7 マテバシイ 常広 7.0  4.0 155 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 15本 
8 ムクゲ 落広 3.0  3.0 43 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 4本 

 

表6.1－2 (2) 低木（H=1.5ｍ未満）活力度調査結果一覧表（土橋南公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 オオムラサキツツジ 常広 1.2  0.8 ― 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B 80本 
2 クワ 落広 1.0  0.3 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
3 ドウダンツツジ 落広 1.0  0.7 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 40本 
4 ハリギリ 落広 1.0  0.2 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
5 ヤツデ 常広 1.2  0.8 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
6 ヤブツバキ 常広 1.2  0.8 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
7 レンギョウ 落広 1.0  0.8 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 7本 
8 ワジュロ 常広 1.0  0.7 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 

 



 資－357  

表6.1－3 (1) 中・高木（H=1.5ｍ以上）活力度調査結果一覧表（小台西公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 エノキ 落広 15.0  13.0 215 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B 4本 
2 オオムラサキツツジ 常広 1.5  0.8 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 25本 
3 ケヤキ 落広 15.0  10.0 152 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B 6本 
4 ソメイヨシノ 落広 14.0  10.0 273 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B 27本 
5 マテバシイ 常広 5.0  3.0 70 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B   
6 ヤブツバキ 常広 2.0  2.5 29 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   

 

表6.1－3 (2) 低木（H=1.5ｍ未満）活力度調査結果一覧表（小台西公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 サンゴジュ 常広 1.2  0.7 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
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表6.1－4 (1) 中・高木（H=1.5ｍ以上）活力度調査結果一覧表（鷺沼第一公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 アキグミ 落広 2.5  2.0 27 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
2 イヌツゲ 常広 2.5  3.0 13 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
3 ウツギ 落広 2.0  1.0 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
4 クマシデ属の一種 落広 7.0  5.0 80 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
5 クロマツ 常針 15.0  4.0 160 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 5本 
6 ケヤキ 落広 13.0  8.0 160 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 12本 
7 サザンカ 常広 3.5  2.5 32 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 7本 
8 スダジイ 常広 6.0  5.0 160 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 6本 
9 ソメイヨシノ 落広 7.5  6.0 115 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 11本 
10 ドウダンツツジ 落広 2.0  0.6 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 20本 
11 ナンテン 常広 1.5  1.0 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
12 ネズミモチ 常広 6.0  4.0 107 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 3本 
13 ネムノキ 落広 2.0  0.8 11 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
14 ヒマラヤスギ 常針 15.0  8.0 170 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A   
15 マテバシイ 常広 4.0  3.0 36 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
16 ミズキ 落広 6.0  3.0 70 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
17 モッコク 常広 2.0  1.5 12 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
18 ヤブツバキ 常広 2.5  2.0 20 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 2本 
19 ヤマモミジ 落広 5.0  4.0 50 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 8本 
20 ワジュロ 常広 5.0  1.5 45 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 4本 
 

表6.1－4 (2) 低木（H=1.5ｍ未満）活力度調査結果一覧表（鷺沼第一公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 オオムラサキツツジ 常広 1.2  0.7 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 560本 
2 サザンカ 常広 1.3  0.3 ― 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 10本 
3 サツキツツジ 常広 1.0  0.4 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 80本 
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表6.1－5 中・高木（H=1.5ｍ以上）活力度調査結果一覧表（小台公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 アベリア 常広 2.0  1.5 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 3本 
2 エノキ 落広 12.0  5.0 100 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
3 オオムラサキツツジ 常広 1.5  1.0 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 22本 
4 キンモクセイ 常広 3.0  3.0 110 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
5 クルミ属の一種 落広 12.0  13.0 153 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
6 ゲッケイジュ 常広 6.0  2.0 29 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 5本 
7 ケヤキ 落広 18.0  12.0 246 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
8 サクラ属の一種 落広 12.0  4.0 75 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
9 サザンカ 常広 5.0  4.0 57 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 4本 
10 サンゴジュ 常広 5.0  4.0 48 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 7本 
11 シラカシ 常広 18.0  10.0 198 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
12 スギ 常針 12.0  4.0 92 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
13 ソメイヨシノ 落広 13.0  12.0 300 2 2 2 3 2 2 2 3 2.25 B 62本 
14 トウカエデ 落広 7.0  4.0 90 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
15 トウネズミモチ 常広 12.0  8.0 89 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 5本 
16 ヒマラヤスギ 常針 13.0  4.0 152 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 4本 
17 マテバシイ 常広 4.0  3.0 85 2 3 2 2 2 2 2 2 2.13 B 12本 
18 ヤブツバキ 常広 3.0  3.0 17 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 5本 
19 ヤマモモ 常広 13.0  10.0 183 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
20 ワジュロ 常広 5.0  2.0 33 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 15本 
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表6.1－6 (1) 中・高木（H=1.5ｍ以上）活力度調査結果一覧表（有馬ふるさと公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 アカガシ 常広 7.0  3.0 50 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
2 アカマツ 常針 12.0  6.0 180 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
3 アカメガシワ 落広 5.0  3.0 12 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
4 アキグミ 落広 1.5  2.0 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 6本 
5 ウメ 落広 2.0  2.0 18 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
6 エノキ 落広 10.0  4.0 71 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 8本 
7 キンモクセイ 常広 3.0  2.0 15 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
8 クサギ 落広 3.0  2.5 19 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
9 クマシデ属の一種 落広 16.0  4.0 115 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 8本 
10 クロガネモチ 常広 2.0  3.0 28 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
11 クロマツ 常針 18.0  6.0 200 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 70本 
12 ケヤキ 落広 15.0  7.0 117 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 6本 
13 コナラ 落広 18.0  7.0 93 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 23本 
14 サクラ属の一種 落広 15.0  4.0 130 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
15 サザンカ 常広 5.0  4.0 81 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 8本 
16 シラカシ 常広 13.0  5.0 80 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 43本 
17 シロダモ 常広 5.0  4.0 35 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
18 ソメイヨシノ 落広 12.0  8.0 120 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 12本 
19 トウカエデ 落広 8.0  4.0 30 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 6本 
20 トウネズミモチ 常広 3.0  2.0 19 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 4本 
21 ヌルデ 落広 4.0  3.0 15 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
22 ネズミモチ 常広 3.0  3.0 16 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
23 ハリギリ 落広 13.0  4.0 180 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
24 ヒサカキ 常広 2.0  1.5 9 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
25 ビワ 常広 4.0  3.0 40 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 3本 
26 ホオノキ 落広 15.0  6.0 115 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
27 マテバシイ 常広 7.0  4.0 58 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 47本 
28 ミズキ 落広 15.0  4.0 170 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
29 ムクノキ 落広 18.0  8.0 132 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 9本 
30 ヤブニッケイ 常広 10.0  5.0 66 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
31 ワジュロ 常広 2.0  1.5 35 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 4本 
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表6.1－6 (2) 低木（H=1.5ｍ未満）活力度調査結果一覧表（有馬ふるさと公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 オオムラサキツツジ 常広 1.0  3.0 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 140本 
2 キソケイ 常広 1.2  2.0 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
3 ヒュウガミズキ 落広 1.0  0.4 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 192本 
4 シロヤマブキ 落広 1.2  1.5 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
5 ヤブツバキ 常広 1.0  0.7 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 30本 
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表6.1－7 (1) 中・高木（H=1.5ｍ以上）活力度調査結果一覧表（鷺沼公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 アオキ 常広 1.5  2.0 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
2 アカメガシワ 落広 1.5  1.0 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 4本 
3 アメリカスズカケノキ 落広 15.0  8.0 124 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B 3本 
4 エノキ 落広 4.0  3.0 50 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 3本 
5 クヌギ 落広 12.0  4.0 83 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 4本 
6 クマシデ属の一種 落広 9.0  4.0 68 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B 3本 
7 クリ 落広 2.0  2.0 ― 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 5本 
8 クワ 落広 2.0  0.7 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 3本 
9 ケヤキ 落広 15.0  8.0 160 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 28本 
10 コナラ 落広 12.0  5.0 43 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 20本 
11 コブシ 落広 7.0  5.0 49 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
12 サクラ属の一種 落広 8.0  12.0 83 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
13 サクラ属の一種 落広 3.0  1.0 18 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 9本 
14 サワラ 常針 13.0  3.0 65 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 19本 
15 シラカシ 常広 2.0  2.0 17 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
16 スダジイ 常広 8.0  5.0 172 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 18本 
17 ソメイヨシノ 落広 8.0  4.0 88 2 2 2 2 3 2 2 3 2.25 B 16本 
18 トウジュロ 常広 2.0  1.5 33 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 3本 
19 トウネズミモチ 常広 7.0  2.0 35 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 18本 
20 ナンキンハゼ 落広 6.0  4.0 17 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
21 ネムノキ 落広 6.0  5.0 25 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
22 ハリギリ 落広 15.0  8.0 110 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
23 ヒマラヤスギ 常針 20.0  10.0 240 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 5本 
24 マテバシイ 常広 10.0  4.0 76 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 29本 
25 ムクノキ 落広 10.0  4.0 38 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 4本 
26 ユリノキ 落広 20.0  8.0 108 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 12本 
 

表6.1－7 (2) 低木（H=1.5ｍ未満）活力度調査結果一覧表（鷺沼公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 オオムラサキツツジ 常広 1.0  0.7 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 350本 
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表6.1－8 (1) 中・高木（H=1.5ｍ以上）活力度調査結果一覧表（土橋原台公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 アメリカスズカケノキ 落広 13.0  10.0 200 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
2 イチョウ 落針 20.0  10.0 172 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 5本 
3 エンジュ 落広 13.0  10.0 264 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 4本 
4 キンモクセイ 常広 7.0  2.0 79 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 3本 
5 クスノキ 常広 13.0  6.0 95 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 5本 
6 コブシ 落広 10.0  5.0 91 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
7 サクラ属の一種 落広 8.0  4.0 79 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 21本 
8 シャリンバイ 常広 2.5  3.0 12 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
9 トウネズミモチ 常広 2.5  1.0 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
10 ヒイラギモクセイ 常広 2.0  1.0 7 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 15本 
11 フジ 落広 3.0  8.0 66 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
12 マテバシイ 常広 5.0  3.0 90 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 2本 
13 ムクノキ 落広 15.0  8.0 170 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B   
14 ヤブツバキ 常広 3.0  2.0 20 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 3本 
15 ヤマモミジ 落広 3.0  2.0 37 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 7本 
16 ヤマモモ 常広 8.0  5.0 108 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 3本 
17 ユリノキ 落広 20.0  10.0 240 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B 4本 
18 ワジュロ 常広 3.0  2.0 25 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A   

 
表6.1－8 (2) 低木（H=1.5ｍ未満）活力度調査結果一覧表（土橋原台公園） 

番  

号 樹種名 区分 

形状・寸法 樹木活力度 

備考 樹高 
(m) 

枝張 
(m) 

幹周 
(cm) 

樹 
勢 

樹 
形 

枝 
伸

長

量 

枝

葉

密

度 

葉 
形 

葉

の

大

き

さ 

葉

色 

ネ

ク

ロ

シ

ス 

平 
均 

判

定 

1 アジサイ 落広 1.3  1.0 ― 2 2 2 2 2 2 2 3 2.13 B 70本 
2 アツバキミガヨラン 特殊 1.2  1.0 ― 1 1 1 1 1 1 1 1 1.00 A 3本 
3 オオムラサキツツジ 常広 1.3  0.7 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 20本 
4 サツキツツジ 常広 1.2  1.0 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 10本 
5 ユキヤナギ 落広 1.0  0.7 ― 2 2 2 2 2 2 2 2 2.00 B 4本 
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（２）植栽土壌（土壌断面構成） 

 
ア 調査方法 

試坑土壌調査の形状は図6.1－1に、簡易土壌調査の状況は図6.1－2に示すとおりである。 
 

 
図6.1－1 試坑土壌調査の形状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図6.1－2 簡易土壌調査の状況 

 

3回の挿入により100cm深

の断面観察が可能 

100cm 

35cm 

100cm 
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イ 調査内容 

（ア）層 位（試坑土壌調査・簡易土壌調査） 

当該地区のような造成地では、造成基盤が人為的に著しく攪乱されているために、明確な層位

がないことが多い。このような場合は、土色や土性等の変化している部位で土層を区分した。な

お、以下に示す項目は、区分した層位ごとに調査した。 
（イ）土 色（試坑土壌調査・簡易土壌調査） 

土の色をマンセル表色系に準じた標準土色帳（農林水産省農林水産技術会議事務局監修）で観

察した。一般に土色が黒色に近づく程、腐植質に富み、肥沃な土壌であると判断できる。 
また、青灰色や緑灰色の土壌は、還元土（酸素の欠乏した土壌）である可能性があり、このよ

うな土壌が根域層に出現すると植栽樹木の根が窒息死し、その程度が著しい場合は枯死する。な

お、表示例を以下に示す。 
・表示例： 腐植質の土壌の場合7.5YR3/3は暗褐色 

還元的土壌の場合2.5Y3/3は暗オリーブ褐色 
（ウ）土 性（試坑土壌調査・簡易土壌調査） 

指の間で土壌を磨り潰し、その感触により表6.1－9に示す基準で判定した。 
一般に埴壌土（CL）、重埴土（HC）、砂質埴壌土（SCL）の場合は粘質で、このような土壌が

根域層でみられると、不透水層を形成する可能性が強く、雨を帯水させ、根腐れの原因になる。

一方、砂土（S）や砂壌土（SL）の場合は砂質で、土壌養分の不足や乾燥しやすいことが問題と

なる。 
 

表6.1－9 土性の判断基準 
判定法 土性名（略号） 

ほとんど砂ばかりで、ねばり気を全く感じない。 砂 土（S） 
砂の感じが強く、ねばり気はわずかしかない。 砂壌土（SL） 
ある程度砂を感じ、ねばり気もある。砂と粘土が同じくらいに感じられる。 壌土（L） 
砂はあまり感じないが、サラサラした小麦粉のような感触がある。 シルト質壌土（SiL） 
わずかに砂を感じるが、ねばる。 砂質埴壌土（SCL） 
わずかに砂を感じるが、かなりねばる。 埴壌土（CL） 
ほとんど砂を感じないで、よくねばる。 重埴土（HC） 

 

（エ）乾 湿（試坑土壌調査・簡易土壌調査） 

指の間で土壌を磨り潰し、その感覚で①乾、②半乾、③湿、④多湿、⑤過湿の5段階を表6.1
－10の基準により判定した。 
土塊が多湿、過湿を示すと土壌中の水分含量が多すぎるといえ、その部位あるいは下層土で雨

水が停滞している可能性があり、根腐れの原因となる。 
 

表6.1－10 湿りの判断基準 
区 分 状 態 
乾 土塊を強く握っても掌に湿り気が残らない。 

半 湿 土塊を強く握ると掌に湿り気が残る。 

湿 土塊を強く握ると掌がぬれるが、水滴は落ちない。 
親指と人差指の間で強く押すと水がにじむ。 

多 湿 土塊を掌で強く握ると水滴が落ちる。 
過 湿 土塊を掌に乗せると自然に水滴が落ちる。 
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（オ）可塑性（試坑土壌調査・簡易土壌調査） 

可塑性とは、力を加えると変形し、力を除いたときにその変形を保持する能力を表す。土壌を

親指と人差指の間でこねまわし、棒状の形にできるかどうかを観察し、表6.1－11の基準により

判定した。 
可塑性が強い場合は、粘性が強く不透水層を形成していることがある。また、可塑性が弱い場

合は、砂分が多く乾燥しやすい等の問題点がある。 
 

表6.1－11 可塑性の判断基準 
区 分 状 態 
なし 全然棒状に伸ばせない。 
弱 かろうじて棒状になるが、すぐに切れてしまう。 
中 直径2㎜内外の棒状に伸ばせて、こね直すのに力を要しない。 
強 直径1㎜内外の棒状に伸ばせて、こね直すのにやや力を要する。 

極 強 長さ1㎝以上の極めて細かい糸状に伸ばせて、こね直すのにかなりの力を要する。 
 

（カ）還元反応（α―α’ジピリジル反応）（試坑土壌調査・簡易土壌調査） 

断面に現れた土壌の還元（酸欠）の状況をα―α’ジピリジル酢酸の反応により示される色の程度

により、①－（反応なし）、②±（若干反応）、③＋（反応）、④＋＋（著しく反応）、⑤＋＋＋（強

い反応）の５段階に区分した。一般に反応が認められた場合、その土壌は雨水や地下水の停滞に

より還元状態にあり、硫化物の影響により植物の根系に悪影響を及ぼし、その程度が著しい場合

は枯死する。 
（キ）腐 植（試坑土壌調査・簡易土壌調査） 

腐植とは、土壌に含まれる有機物のことであり、その含有量の目安は表6.1－12に示すとおり

である。 
自然地では、落ち葉や枝等、植物が堆積し、それが微生物の活動により分解し、腐植層となり、

膨軟で緩衝力のある豊かな土壌が形成される。一般に腐植の多い少ないについては、土色が黒色

系か褐色系かで判定する。 
 

表6.1－12 黒ボク土壌の腐植（有機物）含有量の判定目安 
有機物含有量 色 相 明 度 彩 度 土 色 表土の適用判定 

2％前後 

7.5YR～
10YR 

≧4 ≧5 褐 × 
3％前後 4 3～4 褐 × 
5％前後 3 3～4 暗褐 ○ 
8％前後 2 2～3 黒褐～暗褐 ○ 
10％前後 2 2 黒～黒褐 ○ 
12％前後 ≦2 1 黒 ○ 

注：表土の適用判定 ○：表土として適用可、 ×：表土として適用不可 
出典：「土壌調査ハンドブック改訂版」2000年9月、日本ペドロジー学会編 

 

（ク）土壌硬度（試坑土壌調査） 

土壌硬度は、山中式土壌硬度計を用いて測定した。平坦に削った断面に対して直角の方向に硬

度計を押しあて、その円推部のつばが断面に密着するまでゆっくり水平を保ちつつ押し込み、そ

の侵入の深さを㎜単位で読み、表示した。土壌が固いほど、硬度計の読みが大きくなる。土壌硬

度計での測定値が23㎜を越えると、その土壌は緻密すぎて根系の発達を阻害する。一方、土壌

硬度が低く、柔らかすぎる場合は、流失・飛散・乾燥等の問題が発生する可能性がある。 
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（ケ）石礫含量（試坑土壌調査） 

土壌に含まれる礫（径2㎜以上の粒子）の大きさと含量を観察し、表6.1－13に示す基準で区

分した。礫が50％以上と多く含まれると根系の発達を阻害する場合がある。 
 

表6.1－13 石礫の判断基準 
区 分 判断基準 
なし 礫が全く存在しない。 
有り 礫の占める割合が断面の5％に満たない。 
含む    〃   が5～10％のもの。 
富む    〃   が10～20％のもの。 

頗る富む    〃   が20～50％のもの。 
礫土    〃   が50％以上のもの。 

 

（コ）植物根の分布状況（試坑土壌調査） 

土壌断面中に現れる根の分布量を観察し、表6.1－14に示す基準で区分した。 
 

表6.1－14 植物根の分布状況の判断基準 
区 分 判断基準 
なし 根が全く存在しない。 
有り 根の切り口の面積の割合が断面の5％に満たない。 
含む      〃     が5～10％のもの。 
富む      〃     が10～20％のもの。 

頗る富む      〃     が20％以上のもの。 
 

（サ）土壌構造（試坑土壌調査） 

一般に土層内では、砂土や粘土等がそれぞれにつまっているのではなく、いろいろな大きさや

形状をした集合体を形成していることが多い。これらは土壌構造と呼ばれ、土壌の生成環境をよ

く反映し、土壌の生産力とも密接な関連がある。土壌断面で観察した土壌構造を、表6.1－15に

示す基準で区分した。 
団粒状や塊状の場合は、植物の根系の発達に有利であり、壁状になると根系の発達が阻害され

るようになる。また、単粒状、粒状を示す場合は、乾燥しやすい土壌条件である。 
 

表6.1－15 土壌構造の判断基準 
区 分 判断基準 

団粒状 膨軟で多孔質な数㎜程度の小粒の構造で、指間で容易につぶれ、ほとんど抵抗を感じ

ないもの。湿潤な土壌に発達する。 

粒状 比較的小型（2～5㎜程度）で、丸みのある固くて緻密なもの。指間でつぶすとかなり

抵抗を感じる。乾きやすい土壌に発達する。 

角塊状 稜角およびつやのある面が比較的はっきりし、一般に大きさは1㎝以上で内部は緻密。

乾燥が繰り返される粘質な土壌に発達する。 

亜角塊状 比較的丸みがあり、表面のつやは弱く内部もそれほど緻密ではない比較的大型の構造

（一般に2㎝）。乾質に偏しない土壌の主に下層土に出現する。 
単粒状 砂丘の砂のように各粒子がバラバラで、互いにくっつき合っていないもの。 

壁状 
土層全体が緊密に凝集し、一定の構造を認めることができないもの。常時湿潤な土壌

の下層土に多く、通気・透水性が一般に不良である。 

 

（シ）地下水位（試坑土壌調査） 

土壌断面に湧水などが出現した場合に、その水位を測定した。 
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ウ 調査結果 

（ア）試坑土壌調査結果 

試坑土壌調査における土壌断面の形態は図6.1－3に、調査結果は図6.1－4に示すとおりであ

る。 
自然的な堆積や有機質の分解などにより形成された土壌の層位は認められず、盛土など人為的

な影響を強く受けた土壌形態である。土壌型は、造成土に区分される。地表下40㎝までは、褐

色～暗褐色の植栽用の腐植分を含む、良質な壌土（L）が客土されていた。この層位は、膨軟で

石礫をあまり含まず、土粒子間に隙間の多い、角塊状構造であるため、植物根(オオムラサキツツ

ジ)の発達が認められた。なお、湿潤な状態ではあったが、酸欠を示す還元反応は認められなかっ

た。地表下40㎝以下は、コンクリート夾雑物や石礫などは含まれないが、にぶい黄褐色および

紫黒色の多湿～過湿で還元した建設残土（砂質埴壌土 SCL～重埴土 HC）が認められた。この

層位は、強く転圧が加わっており、固結した部位が認められる。可塑性が強く、土粒子間に隙間

の無い壁状構造であるため、植物根の発達が乏しかった。当該地区において全域的には、この建

設残土がベースとなり分布していることが推察される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図6.1－3 土壌断面の形態 
（平成30年10月11日撮影） 

 
 
 
 
 
 
 
層位 

(cm) 

土壌 

断面図 
土色 土性 乾湿 可塑性 

還元 

反応 
腐植 

土壌硬度 

(mm) 
石礫 

植物根の 

分布状況 

土壌 

構造 

地下 

水位 

GL 0  

7.5YR3/3 

暗褐 
L 湿 弱 - 

5％ 

前後 

13 

有り 
ｵｵﾑﾗｻｷﾂﾂｼﾞ 

細根含む 
団粒状 なし 10  15 

20  17 

30  
7.5YR4/4 

褐 
L 湿 弱 - 

3％ 

前後 

20 
有り 

ｵｵﾑﾗｻｷﾂﾂｼﾞ 

細根有り 
角塊状 なし 

40  26 

50  

10YR5/4 

にぶい 

黄褐 

SCL 多湿 中 - - 

24 

なし なし 壁状 なし 
60  22 

70  25 

80  22 

90  
5RP1.7/1 

紫黒 
HC 過湿 強 + - 

25 
なし なし 壁状 なし 

100  16 

図6.1－4 試坑土壌調査結果図（柱状図） 

植栽用客土 

建設残土 

建設残土 

植栽用客土 
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（イ）簡易土壌調査結果 

簡易土壌調査結果は、表6.1－16及び図6.1－5に示すとおりである。 
調査は、対象域の大部分がアスファルトで覆われているため、植栽帯や植栽桝を中心にその土

壌形態を把握した。 
調査地点では、表層部に植栽用の良質客土が認められた。これらの良質客土は、いずれも黒色

～暗褐色の腐植に富んだ壌土（L）であった。客土厚は、高木の植栽帯で80㎝、低木の植栽帯で

10～40㎝であった。客土以下の中層～下層に出現する土壌は、褐色、にぶい褐色、暗オリーブ色

の建設残土が出現し、腐植も少ないことから、養分に乏しい状態となっていた。土性は、よく粘

る砂質埴壌土（SCL）あるいは重埴土(HC)が広く分布しており、可塑性も強く、粘土質の通気性

あるいは透水性が不良な土壌となっている。また、乾湿は湿状態であり、多湿状態の地点では、

還元状態が認められた。 
特にアスファルト直下では、全体的に、自然的な堆積物や有機物の分解などにより形成された

土壌の層位は認められず、人為的な影響を強く受けたこれらの建設残土が広く分布していること

が推察できる。 
以上のことから、計画地の土壌は、広い範囲で、①粘性の強い土、②水分の過多、③透水・通

気性不良、④還元状態、⑤腐植等養分不足などの植物生育上の阻害要因が存在し、現状で植栽基

盤として利用することは適当ではないと考えられる。 
土壌断面の形態としては、次のような3つのパターンに区分できる。 
①分類Ⅰ 良質土が20～80㎝以上の厚みで分布、中～下層は、還元した建設残土（劣悪土）

が分布（該当地点 No.2、No.3、No.7） 
②分類Ⅱ 良質土が10～40ｃｍの厚みで分布、中～下層は、建設残土（劣悪土）が分布 

（該当地点 No.1、No.4、No.5、No.6） 
③分類Ⅲ アスファルト直下は、建設残土（劣悪土）が分布（推定） 

 
表6.1－16 中層～下層に出現する建設残土の特徴と植物に現れる障害 

調査項目 調査結果 植物に現れる障害等 

層 位 

調査対象とした深度（1ｍ）の範囲では、自然的な

堆積や有機質の分解などにより形成された土壌の

層位は認められず、盛土や攪乱など人為的な影響

を受けている土壌形態となっている。 

根域不足による根系の未発達 

土 色 
ほぼ全域にわたり、褐～暗オリーブ色系の土壌が

ベースになっており、養分不足であることが推測

できる。 
養分欠乏による活力の低下 

土 性 よく粘る土（SCL～HC）である。 透水・通気性不良による根腐れ 

乾 湿 採取した土塊を強く押すと、水がにじむあるいは

水滴が落ちる湿～多湿の状態である。 水分過多による根腐れ 

可塑性 
直径 1～2 ㎜程度の棒状に容易に伸ばすことがで

き、こね直すのにやや力を要する状態であること

から、強い可塑性の土壌である。 
不透水層形成による根腐れ 

還元反応 
（α―α’ジピ

リジル反応） 

No.2、 No.3、No.7 では、＋（反応）が見られ、

還元状態である。 還元状態では、根系の窒息死 

腐 植 
土色が褐色～暗オリーブ色であり、腐植の含有量

は、3％前後またはそれ以下である。なお、植物の

残渣（腐葉土など）は認められない。 
緩衝力不足による抵抗力の低下 
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No.1 層位 

(cm) 
土色 土性 乾湿 

可塑

性 

還元 

反応 
腐植 

表土 

適性 

No.5 層位 

(cm) 
土色 土性 乾湿 

可塑

性 

還元 

反応 
腐植 

表土 

適性 

0 

7.5YR3/4 

暗褐 
L 湿 弱 - 

5％ 

前後 
〇 

0 

7.5YR3/4 

暗褐 
L 湿 弱 - 

5％ 

前後 
〇 

10 10 

20 20 

30 30 

40 40 

50 

7.5YR4/4 

褐 
SCL 湿 中 - 

3％ 

前後 
× 

50 

7.5YR4/4 

褐 
SCL 湿 中 - 

3％ 

前後 
× 

60 60 

70 70 

80 80 

90 90 

100 100 

 

No.2 層位 

(cm) 
土色 土性 乾湿 

可塑

性 

還元 

反応 
腐植 

表土 

適性 

No.6 層位 

(cm) 
土色 土性 乾湿 

可塑

性 

還元 

反応 
腐植 

表土 

適性 

0 

7.5YR2/1 

黒 
L 湿 弱 - 

5％ 

前後 
〇 

0 7.5YR3/4 

暗褐 
L 湿 弱 - 

5％ 

前後 
〇 

10 10 

20 20 

7.5YR4/4 

褐 
SCL 湿 中 - 

3％ 

前後 
× 

30 30 

40 40 

50 

5Y4/3 

暗 

オリーブ 

HC 多湿 強 + - × 

50 

60 60 

70 70 

80 80 

90 90 

100 100 

 

No.3 層位 

(cm) 
土色 土性 乾湿 

可塑

性 

還元 

反応 
腐植 

表土 

適性 

No.7 層位 

(cm) 
土色 土性 乾湿 

可塑

性 

還元 

反応 
腐植 

表土 

適性 

0 

7.5YR2/1 

黒 
L 湿 弱 - 

5％ 

前後 
〇 

0 
7.5YR2/1 

黒 
L 湿 弱 - 

5％ 

前後 
〇 10 10 

20 20 

30 30 

5Y4/3 

暗 

オリーブ 

HC 多湿 強 + - × 

40 40 

50 50 

60 60 

70 70 

80 80 

90 7.5YR5/4 

にぶい褐 
SCL 多湿 中 ± - × 

90 

100 100 

 

No.4 層位 

(cm) 
土色 土性 乾湿 

可塑

性 

還元 

反応 
腐植 

表土 

適性 

 

0 

7.5YR3/3 

暗褐 
L 湿 弱 - 

5％ 

前後 
〇 

10 

20 

30 

40 

7.5YR5/4 

にぶい褐 
SCL 多湿 中 - - × 

50 

60 

70 

80 

90 

100 

注：灰色枠内は、還元土壌を示す。 
図6.1－5 簡易土壌調査結果（柱状図） 
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（３）植栽基盤 

ア 植栽基盤整備イメージ（地上部） 

     地上部の植栽基盤整備イメージは、図6.1－6に示すとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6.1－6 地上部の植栽基盤整備イメージ（樹高6m） 

植栽地の下に 

地下躯体がある場合 

植栽地の下に 

地下躯体がない場合 
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街区 階数 No. 植栽予定樹木 区分
面積

（m2）
土壌厚

（m）
土壌量

（m3）
1 1A 高木（樹高8m・3m）・中木・低木 高木 約 90 1.5 約 135
1 1B 高木（樹高4m）・中木・低木 高木 約 15 1.5 約 23
1 1C 中木・地被類 中木 約 30 1.5 約 45
1 1D 高木（樹高6m・3m）・中木・低木・地被類 高木 約 130 1.5 約 195
1 1E 高木（樹高6m・3m）・中木・低木 高木 約 35 1.5 約 53

1 1F 中木（生け垣） 中木 約 4 1.5 約 6

1 1G 中木（生け垣） 中木 約 5 1.5 約 8

1 1H 中木（生け垣） 中木 約 5 1.5 約 8
1 1I 高木（樹高6m・3m）・低木 高木 約 10 1.5 約 15
1 1J 高木（樹高6ｍ）・中木・低木 高木 約 50 1.5 約 75
1 1A 高木（樹高8m・6ｍ）・地被類 高木 約 57 1.5 約 86
1 1B 高木（樹高6ｍ）・地被類 高木 約 9 1.5 約 14
1 1C 高木（樹高6ｍ）・中木・地被類 高木 約 31 1.5 約 47

1 1D 中木・地被類 中木 約 47 1.5 約 71

駅前
街区

北
街区

街区 階数 植栽予定樹木
本数
（本）

区分
面積

（m2）
土壌厚

（m）
土壌量

（m3）
1 高木（樹高8m、枝張り4m） 6 高木 約 75 1.5 約 113
1 高木（樹高6m、枝張り3m） 5 高木 約 35 1.5 約 53

北街区 1 高木（樹高6m、枝張り3m） 3 高木 約 21 1.5 約 32

駅前
街区

街区 区分
面積

（m2）
土壌厚

（m）
土壌量

（m3）
高木 約 440 1.5 約 660
中木 約 44 1.5 約 66
小計 約 484 － 約 726
高木 約 118 1.5 約 177
中木 約 47 1.5 約 71

小計 約 165 － 約 248

約 974

駅前街区

北街区

合計

イ植栽基盤の必要土壌量 

（ア）地上部の必要土壌量 

地上部の緑化地部分及び樹木の植栽部分の面積、位置については、表6.1－17(1)～(3)及び図6.1
－7に示すとおりである。 

 
表6.1－17(1) 地上部の緑化地部分の面積 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注1：面積は、各緑化地の面積とした。 
注2：土壌厚は、「川崎市緑化指針」（令和4年2月一部改正、川崎市）の「植栽に必要な土壌厚」の深根性高木の生育必要厚さ1.5mとした。 
注3：土壌量については、端数分が不足とならないよう小数第1位を切り上げた数字とした。 

 
表6.1－17(2) 地上部の樹木の植栽部分の面積 

 
 
 
 

注1：面積は、樹木単独及び生垣と同箇所の植栽部分については根張りの範囲を考慮し、各植栽樹木の枝張りの面積とした。 
注2：土壌厚は、「川崎市緑化指針」（令和4年2月一部改正、川崎市）の「植栽に必要な土壌厚」の深根性高木の生育必要厚さ1.5mとした。 
注3：土壌量は、端数分が不足とならないよう小数第1位を切り上げた数字とした。 
注4：生垣と同箇所の植栽部分は、枝張りの幅が緑化地の幅を上回り、各緑化地面積と異なる。ただし、土壌量が不足とならないよう計上した。 

 
表6.1－17(3) 地上部の必要土壌量の合計 

 
 
 
 
 
 
 
 

注1：土壌量は、端数分が不足とならないよう小数第1位を切り上げた数字とした。 
注2：土壌量は端数処理を行っているため、本表の合計と表6.1－17(1)・(2)の合計と

は一致しない。 



 資－373  

 
図6.1－6
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街区 階数 No. 植栽予定樹木 区分
面積

（m2）
土壌厚

（m）
土壌量

（m3）
2 2A 高木（樹高3m）・中木・低木 高木3m 約 20 0.48 約 10

高木（樹高6m） 高木6m 約 6 0.7 約 5

中木・低木 中木 約 19 0.48 約 10

高木（樹高6m) 高木6m 約 3 0.7 約 3

高木（樹高3m）・中木・低木 高木3m 約 12 0.48 約 6

高木（樹高6ｍ） 高木6m 約 6 0.7 約 5

高木（樹高3m)・中木・地被類 高木3m 約 74 0.48 約 36

高木（樹高6ｍ） 高木6m 約 6 0.7 約 5
高木（樹高3m)・中木・地被類 高木3m 約 94 0.48 約 46
高木（樹高6ｍ） 高木6m 約 6 0.7 約 5
中木・地被類 中木 約 39 0.48 約 19
高木（樹高6ｍ） 高木6m 約 12 0.7 約 9
高木（樹高3m)・中木・地被類 高木3m 約 508 0.48 約 244

2 2A 高木（樹高3m)・中木・低木 高木3m 約 160 0.48 約 77

4 4A 高木（樹高3m)・中木・低木 高木3m 約 93 0.48 約 45
北

街区

5A5

2

2

駅前
街区

2

3

4

2B

2C

2D

3A

4A

街区 区分
面積

（m2）
土壌厚

（m）
土壌量

（m3）
高木6m 約 39 0.7 約 28
高木3m 約 708 0.48 約 340

中木 約 58 0.48 約 28

小計 約 805 － 約 396

高木3m 約 253 0.48 約 122

小計 約 253 － 約 122

約 518

北街区

合計

駅前街区

 
（イ）屋上部の必要土壌量 

屋上部の緑化地部分及び樹木の植栽部分の面積については、表6.1－18(1)～(2)及び図6.1－8
に示すとおりである。 

 
表6.1－18(1) 屋上部の緑化地部分の面積 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注1：面積は、各緑化地の面積とした。 
注2：土壌厚は、使用予定の人工軽量土カタログ値及び施工計画協力会社ヒアリングを基に設定した。 
注3：土壌量は、端数分が不足とならないよう小数第1位を切り上げた数字とした。 
 

表6.1－18(2)  屋上部の必要土壌量の合計 
 
 
 
 
 
 
 
 

注1：土壌量は、端数分が不足とならないよう小数第1位を切り上げた数字とした。 



 資－375  

 
 
 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ テレビ受信障害 
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７ テレビ受信障害 

（１）受信状況調査方法（測定車及び使用機器） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7－1 電波測定車 

 

表 7－1 受信状況調査使用機器  

機 器 名 種 別 メーカー名 型 名 

受信アンテナ UHF：14 素子 マスプロ電工株式会社 U146 

テレビ受像機 15.6 型ワイド 富士通株式会社 FMVYN2Q11 

増幅器 屋外（内）用 33dB 型 マスプロ電工株式会社 UB33H 

デジタルチューナー 外付け型 ユニデン株式会社 DTH110 

受信特性測定器 スペクトラムアナライザー 株式会社アドバンテスト U3751 
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（２）受信状況調査結果 

表 7－2(1) 受信状況調査結果表 

 

  

頁 1/7

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

参考事項

　
品質評価は次の基準による評価です。

Ａ：きわめて良好 （画像評価 ○で、ＢＥＲ≦１Ｅ－８）

Ｂ：良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－８＜ＢＥＲ＜１Ｅ－５）

Ｃ：おおむね良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－５≦ＢＥＲ≦２Ｅ－４）

Ｄ：不良 （画像評価 ○ではあるがＢＥＲ＞２Ｅ－４、

 または画像評価 △）

Ｅ：受信不能 （画像評価 ×）

ＮＨＫ

総合

ＮＨＫ

教育

日本

テレビ

備考

[アンテナ高（ｍ）等]

受　信　局　名　（東京スカイツリー）

ＴＢＳ

テレビ

フジ

テレビ

4.00E-06

45

26ch 25ch

55

○

2.10E-06

A B

1.90E-06 1.70E-04 0.00E+00 3.30E-06

○ ○

2.40E-06

B

○ ○

 001

61

○

○ ○

0.00E+00 1.70E-06 0.00E+00 3.90E-05 0.00E+00

A A A A A

27ch

 005

42 46 55

○

 003

○ ○ ○ ○

57

 004

4.70E-07

○ ○

B C A B A B

81 82 82 81 80

○ ○

79

○

0.00E+00

〃

受信ｱﾝﾃﾅ高10m

 002

テレビ

東京

○

B

テレビ

神奈川

〃

53 57

22ch

B B

49 48 50 36

A

64

A B

○

0.00E+00 0.00E+00 1.00E-07

調査

地点

調査

項目

0.00E+00

ＭＸ

テレビ

21ch 24ch 23ch

テレビ

朝日

53 78

18ch16ch

58 45

○

0.00E+000.00E+00

○

2.30E-07 1.60E-06

県域局

A

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

A A B

53 60 57 55 53 45 58 48 45

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 2.50E-05 0.00E+00 0.00E+00 1.00E-06

A A A A A C A A B

77 80 80 72 72 74 77 65 59

60

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

A

○

0.00E+00 0.00E+00

○ ○

A A

○

デジタル波の端子電圧（受信ﾚﾍﾞﾙ）は７５Ω終端値［ｄB（μｖ)］で

表示。

画像評価は次の基準による評価です。

　○：正常に受信

　△：ブロックノイズや画面フリーズあり

　×：受信不能

AA A

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00
 006

○

A

69 73 74 71

〃

A

A

A A A

○

0.00E+00

〃

0.00E+00

〃

74

○○

7284

○

A C

52

○ ○

A A A A A A

71 71
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表 7－2(2) 受信状況調査結果表 

 

 

  

頁 2/7

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

参考事項

　
品質評価は次の基準による評価です。

Ａ：きわめて良好 （画像評価 ○で、ＢＥＲ≦１Ｅ－８）

Ｂ：良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－８＜ＢＥＲ＜１Ｅ－５）

Ｃ：おおむね良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－５≦ＢＥＲ≦２Ｅ－４）

Ｄ：不良 （画像評価 ○ではあるがＢＥＲ＞２Ｅ－４、

 または画像評価 △）

Ｅ：受信不能 （画像評価 ×）

 011

A

 007

C

デジタル波の端子電圧（受信ﾚﾍﾞﾙ）は７５Ω終端値［ｄB（μｖ)］で

表示。

画像評価は次の基準による評価です。

　○：正常に受信

　△：ブロックノイズや画面フリーズあり

　×：受信不能

0.00E+00 0.00E+00

A

64 53

 012

 008

○
〃

A A A A A

B B

 009 〃

 010 〃

AB A

0.00E+00

A

0.00E+00

○

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+000.00E+00 0.00E+00

B

○

〃

DA A

調査

項目

ＮＨＫ

総合

ＮＨＫ

教育

27ch 26ch

A

B

○

B

○ ○

B

1.30E-06 1.00E-071.40E-06 7.30E-07 0.00E+00 1.40E-06 2.40E-06

○ ○ ○ ○
〃

○

○ ○

B B

○ ○ ○

61 62 60

A

58 61 62

○

46 44 47 45 44 48

C B B B

47 39

○ ○

1.50E-06

2.50E-06 0.00E+00 9.30E-06 3.40E-05 2.60E-06 2.10E-07 2.00E-06

50 48 51 53

○

B

45

B B D A

○ ○ ○

6.50E-06

A D B

50 55 51

4.20E-04 0.00E+00 2.70E-070.00E+00 2.70E-04 8.60E-07 3.20E-06

○ ○ ○ ○

0.00E+00 1.20E-03

B C A A

○ ○ ○ ○

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 9.20E-07 3.10E-05 0.00E+00

△

47 47

○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○

50 51 47

A B A D A

43 41 51 50

C

46 48 43

44 48 46

1.60E-03 5.30E-05 1.80E-04

D

0.00E+00

○ ○ △

3.10E-06 0.00E+00 3.60E-04

57 52 41

○△ ○ ○ ○

31

備考

[アンテナ高（ｍ）等]
18ch

テレビ

神奈川

48 55 51 54 47

24ch

日本

テレビ

ＴＢＳ

テレビ

フジ

テレビ

受信ｱﾝﾃﾅ高10m
0.00E+00

23ch 16ch

テレビ

朝日

テレビ

東京

県域局

調査

地点

受　信　局　名　（東京スカイツリー）

ＭＸ

テレビ

25ch 22ch 21ch
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表 7－2(3) 受信状況調査結果表 

 

 

  

頁 3/7

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

参考事項

　
品質評価は次の基準による評価です。

Ａ：きわめて良好 （画像評価 ○で、ＢＥＲ≦１Ｅ－８）

Ｂ：良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－８＜ＢＥＲ＜１Ｅ－５）

Ｃ：おおむね良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－５≦ＢＥＲ≦２Ｅ－４）

Ｄ：不良 （画像評価 ○ではあるがＢＥＲ＞２Ｅ－４、

 または画像評価 △）

Ｅ：受信不能 （画像評価 ×）

県域局

23ch27ch 26ch

テレビ

東京

ＭＸ

テレビ

テレビ

神奈川

備考

[アンテナ高（ｍ）等]
18ch16ch

フジ

テレビ

○

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

21ch 24ch

61 58 63

 013

58 64 66

○ ○

A AA A A

調査

地点

調査

項目

ＮＨＫ

総合

ＮＨＫ

教育

日本

テレビ

ＴＢＳ

テレビ

25ch 22ch

テレビ

朝日

受信ｱﾝﾃﾅ高10m
○

0.00E+000.00E+00

52

○ ○ ○ ○

66

0.00E+00 0.00E+00

A AA

0.00E+00

 014

60 65 67 62 63

○ ○ ○ ○

63 66 54

〃
○ ○ ○ ○

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+000.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

A AA A A A

○

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

A A

56 56 57 60

 015

53 56 61

○ ○

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

47

〃
○

0.00E+000.00E+00

○ ○ ○ ○

A A A AA A A A

 016

44 48 47 42 42 49 50 36

〃
○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○

8.80E-05 0.00E+00 0.00E+00 1.70E-073.00E-07 5.60E-07 2.30E-07 2.70E-05

A BB B B C

○

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

C A

59 57 59 61

 017

61 64 63

○ ○

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

50

〃
○

0.00E+000.00E+00

○ ○ ○ ○

A A A AA A A A

 018

59 64 65 62 61 61 64 51

〃
○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+000.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

A AA A

デジタル波の端子電圧（受信ﾚﾍﾞﾙ）は７５Ω終端値［ｄB（μｖ)］で

表示。

画像評価は次の基準による評価です。

　○：正常に受信

　△：ブロックノイズや画面フリーズあり

　×：受信不能

A

受　信　局　名　（東京スカイツリー）

A AA
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表 7－2(4) 受信状況調査結果表 

 

 

  

頁 4/7

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

参考事項

　
品質評価は次の基準による評価です。

Ａ：きわめて良好 （画像評価 ○で、ＢＥＲ≦１Ｅ－８）

Ｂ：良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－８＜ＢＥＲ＜１Ｅ－５）

Ｃ：おおむね良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－５≦ＢＥＲ≦２Ｅ－４）

Ｄ：不良 （画像評価 ○ではあるがＢＥＲ＞２Ｅ－４、

 または画像評価 △）

Ｅ：受信不能 （画像評価 ×）

県域局

日本

テレビ

ＴＢＳ

テレビ

フジ

テレビ

テレビ

朝日

テレビ

東京

ＭＸ

テレビ

テレビ

神奈川

調査

地点

調査

項目

ＮＨＫ

総合

27ch

ＮＨＫ

教育

26ch 25ch 22ch

受　信　局　名　（東京スカイツリー）

備考

[アンテナ高（ｍ）等]
23ch 16ch 18ch21ch 24ch

 019

46 49 51 47 47

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

47 51

○ ○ ○

39

○
受信ｱﾝﾃﾅ高10m

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

○ ○ ○ ○

0.00E+00

A AA A A A

0.00E+00

○

0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

A A

62 61 63

〃
○

0.00E+000.00E+00

52

○ ○ ○ ○

65

0.00E+00 0.00E+00

A A A AA A

 021

62

 020

60 64 65

○ ○

A A

〃
○

0.00E+00

A

 022

51

62

〃
○

0.00E+00

A

〃
○

A

0.00E+00

〃
○

0.00E+00
 024

41

A

デジタル波の端子電圧（受信ﾚﾍﾞﾙ）は７５Ω終端値［ｄB（μｖ)］で

表示。

画像評価は次の基準による評価です。

　○：正常に受信

　△：ブロックノイズや画面フリーズあり

　×：受信不能

 023
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表 7－2(5) 受信状況調査結果表 

 

 

  

頁 5/7

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

参考事項

　
品質評価は次の基準による評価です。

Ａ：きわめて良好 （画像評価 ○で、ＢＥＲ≦１Ｅ－８）

Ｂ：良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－８＜ＢＥＲ＜１Ｅ－５）

Ｃ：おおむね良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－５≦ＢＥＲ≦２Ｅ－４）

Ｄ：不良 （画像評価 ○ではあるがＢＥＲ＞２Ｅ－４、

 または画像評価 △）

Ｅ：受信不能 （画像評価 ×）

県域局

調査

地点

調査

項目

ＮＨＫ

総合

ＮＨＫ

教育

日本

テレビ

ＴＢＳ

テレビ

ＭＸ

テレビ

テレビ

神奈川

備考

[アンテナ高（ｍ）等]
18ch23ch 16ch24ch27ch 26ch 25ch 22ch 21ch

フジ

テレビ

テレビ

朝日

テレビ

東京

受信ｱﾝﾃﾅ高10m
○

0.00E+00

54

A

 026

54

 025

〃
○

2.30E-07

B

 027

64

〃
○

0.00E+00

A

56

〃
○

0.00E+00

A

 028

〃
○

0.00E+00

A

B

 030

52

 029

54

〃
○

6.60E-07

デジタル波の端子電圧（受信ﾚﾍﾞﾙ）は７５Ω終端値［ｄB（μｖ)］で

表示。

画像評価は次の基準による評価です。

　○：正常に受信

　△：ブロックノイズや画面フリーズあり

　×：受信不能

受　信　局　名　（東京スカイツリー）
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表 7－2(6) 受信状況調査結果表 

 

 

  

頁 6/7

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

参考事項

　
品質評価は次の基準による評価です。

Ａ：きわめて良好 （画像評価 ○で、ＢＥＲ≦１Ｅ－８）

Ｂ：良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－８＜ＢＥＲ＜１Ｅ－５）

Ｃ：おおむね良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－５≦ＢＥＲ≦２Ｅ－４）

Ｄ：不良 （画像評価 ○ではあるがＢＥＲ＞２Ｅ－４、

 または画像評価 △）

Ｅ：受信不能 （画像評価 ×）

県域局

日本

テレビ

ＴＢＳ

テレビ

フジ

テレビ

テレビ

朝日

受　信　局　名　（東京スカイツリー）

テレビ

東京

ＭＸ

テレビ

テレビ

神奈川

調査

地点

調査

項目

ＮＨＫ

総合

27ch

ＮＨＫ

教育

26ch 25ch 22ch

備考

[アンテナ高（ｍ）等]
23ch 16ch 18ch21ch 24ch

 031

70

受信ｱﾝﾃﾅ高10m
○

0.00E+00

A

62

 032 〃
○

0.00E+00

A

53

 033

 034

60

〃
○

0.00E+00

A

〃
○

0.00E+00

A

〃
○

0.00E+00

A

 035

〃
○

41

C

 036
1.20E-05

65

デジタル波の端子電圧（受信ﾚﾍﾞﾙ）は７５Ω終端値［ｄB（μｖ)］で

表示。

画像評価は次の基準による評価です。

　○：正常に受信

　△：ブロックノイズや画面フリーズあり

　×：受信不能
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表 7－2(7) 受信状況調査結果表 

 

 

頁 7/7

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

端子電圧

画像評価

Ｂ Ｅ Ｒ

品質評価

参考事項

　
品質評価は次の基準による評価です。

Ａ：きわめて良好 （画像評価 ○で、ＢＥＲ≦１Ｅ－８）

Ｂ：良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－８＜ＢＥＲ＜１Ｅ－５）

Ｃ：おおむね良好 （画像評価 ○で、１Ｅ－５≦ＢＥＲ≦２Ｅ－４）

Ｄ：不良 （画像評価 ○ではあるがＢＥＲ＞２Ｅ－４、

 または画像評価 △）

Ｅ：受信不能 （画像評価 ×）

県域局

デジタル波の端子電圧（受信ﾚﾍﾞﾙ）は７５Ω終端値［ｄB（μｖ)］で

表示。

画像評価は次の基準による評価です。

　○：正常に受信

　△：ブロックノイズや画面フリーズあり

　×：受信不能
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